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1.  平成25年3月期第1四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年6月30日） 

(注)当社は、平成24年４月１日付で普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当
たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定しております。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第1四半期 2,240 108.9 166 362.4 149 406.1 96 57.2
24年3月期第1四半期 1,072 21.2 35 ― 29 ― 61 ―

（注）包括利益 25年3月期第1四半期 97百万円 （54.2％） 24年3月期第1四半期 63百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第1四半期 1,120.61 1,087.31
24年3月期第1四半期 716.44 687.99

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第1四半期 5,582 2,725 48.1
24年3月期 5,573 2,689 47.2
（参考） 自己資本   25年3月期第1四半期  2,686百万円 24年3月期  2,632百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
(注)当社は、平成24年４月１日付で普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。なお、株式分割は平成24年４月１日を効力発生日としておりますの
で、平成24年３月期の期末配当金につきましては、株式分割前の株式数を基準に配当を実施しております。従いまして、株式分割前の株数を基準に記載してお
ります。また、平成25年３月期（予想）の期末配当金につきましては、株式分割後の影響を考慮して記載しております。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 1,500.00 1,500.00
25年3月期 ―
25年3月期（予想） 0.00 ― 500.00 500.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,800 53.2 220 17.3 320 77.5 240 38.1 2,803.70
通期 9,000 42.1 700 34.2 850 53.7 600 41.2 7,009.26



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

(注)当社は、平成24年４月１日付で普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して
発行済株式（普通株式）を算定しております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.3「１．当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧くだ
さい。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期1Q 93,444 株 24年3月期 93,414 株
② 期末自己株式数 25年3月期1Q 7,533 株 24年3月期 7,533 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期1Q 85,901 株 24年3月期1Q 85,455 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、依然として厳しい状況にある中で、復興需要等を背景とし

て、緩やかに回復しつつあるものの、世界景気の減速感、電力供給の制約、デフレの影響等、不安定要素を多く抱

えている状況といえます。 

 情報サービス産業では、第153回全国企業短期経済観測調査（日銀短観）によると、2012年度のソフトウエア投

資計画額は、大企業や中堅・中小企業の製造業では対前期比増加となるものの中堅・中小企業の非製造業では対前

期比減少と、一部投資意欲に陰りも出始めています。一方で、経済産業省の特定サービス産業動態統計（５月分）

によると、「受注ソフトウエア」については、ここ数カ月の間、ほぼ、売上高が前年同月を上回る傾向にありま

す。 

 このような状況の下、当社グループは、最新のコンピュータ技術を駆使してお客様企業の業務を変革する提案を

行ってまいりました。大手企業様向け基幹システム再構築案件や、デジタルコンテンツの暗号化、Android関連案

件といった技術的要求の高度な案件が好調でした。また、これらの既存会社の業績拡大に加え、昨年度に連結加入

したアクシスソフト株式会社、ジェイエムテクノロジー株式会社等、持分法適用関連会社となった株式会社ジーク

ホールディングスが、当期より通年寄与となっております。 

 この結果、売上高は、2,240,289千円（前年同期比108.9％増）、営業利益は、166,316千円（前年同期比362.4％

増）となり、経常利益は、149,648千円（前年同期比406.1％増）、四半期当期純利益は、96,262千円（前年同期比

57.2％増）となりました。 

  

 各セグメントの業績は次のとおりです。 

  

① 情報サービス事業 

 情報サービス事業では、既存事業の業績拡大に加え、前連結会計年度の途中より連結対象となったアクシスソ

フト株式会社、ジェイエムテクノロジー株式会社等が当期より通年寄与となっています（当該会社は、下記のビ

ジネス・ソリューション部門に含まれます。）。 

 その結果、売上高は、2,008,861千円（「セグメント間の内部売上高又は振替高」を含まない外部顧客への売

上高（以下同じ））（前年同期比87.3％増）となりました。 

 以下では、情報サービス事業における売上高と概況を部門別に記載します。 

（ビジネス・ソリューション部門） 

大手事業法人向けの基幹システム再構築案件が引き続き堅調です。また、デジタルコンテンツの著作権管

理に係るコンサルティング、ソリューション提供も引き続き好調です。さらに、スマートフォンを利用した

様々なシステムの構築を手がけました。例えば、メーカー企業様からは電化製品等の遠隔操作をするといった

製品の機能向上、あるいは、電子書籍といった新たな商品開発案件を多数いただきました。また、一般事業法

人様からは物販サイト、契約管理といったスマートフォンを業務に利用する案件などです。 

その結果、売上高は1,805,425千円（前年同期比100.6％増）となりました。 

（エンジニアリング・ソリューション部門） 

精密機械向けのコンサルティングが堅調です。また、デジタルコンテンツの暗号化についても、技術提供

を始めました。自動車関連では、ナビゲーションシステムの機能向上に関する研究やスマートフォンを利用し

た車載機能強化の研究といった分野が堅調です。また、スマートフォンの品質向上のための開発プロセスの改

善、テストの改善についての支援が堅調です。 

その結果、前年同期並みの売上高を確保し、売上高は、130,533千円（前年同期比4.3％減）となりまし

た。 

（教育ソリューション部門） 

この数年、お客様企業の教育投資が低調でしたが、今年度は教育投資が回復の兆しを見せています。当社

グループもコースウエアに見直しをかけ準備を続けてまいりました。営業努力の甲斐もあって、好調なスター

トとなりました。 

その結果、売上高は、72,902千円（前年同期比102.6％増）となりました。 

  

② 半導体事業 

 半導体事業では、日本の半導体メーカーの不振が響き、極めて厳しい状況にあります。ジェイエムテクノロジ

ー株式会社でも広島事業所の閉鎖を余儀なくされてしまいました。 

 このため、スマートフォン等の最新の半導体を製造する工場にエンジニアを集中させるとともに、長引く円高

や海外生産シフトが続く半導体業界の再編を見据え、半導体製造装置の部品修理・販売の強化や耐震装置キット

の販売等の新規事業を立ち上げました。 

 その結果、売上高は、231,428千円（前年同期は、連結未加入のため、前年同期比較をしておりません。）と

なりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 資産、負債及び純資産の状況 

① 資産 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて、2.0％減少し、3,127,515千円となりました。これは、主として、

「受取手形及び売掛金」が72,647千円減少したことなどによります。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて、3.1％増加し、2,455,071千円となりました。これは、主として

「有形固定資産」に含まれる建物付属設備が75,436千円増加したことなどによります。 

 この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて、0.2％増加し、5,582,587千円となりました。  

② 負債 

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて、6.2％減少し、2,137,768千円となりました。これは、主として

「未払法人税等」が139,736千円減少したことなどによります。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて、19.0％増加し、719,303千円となりました。これは、主として

「長期借入金」が116,290千円増加したことなどによります。  

 この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて、1.0％減少し、2,857,072千円となりました。 

③ 純資産 

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1.4％増加し、2,725,514千円となりました。これは、主として

「利益剰余金」に含まれる繰越利益剰余金が52,090千円増加したことなどによります。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 業績予想につきましては、平成24年５月11日に公表しました平成25年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期

の業績予想に変更はありませんが、今後業績予想の数字に影響を及ぼす事態が生じた場合は、すみやかに開示を行

います。 

   

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。この減価償却方法

の変更による影響額は軽微であります。 

    

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,494,205 1,441,810

受取手形及び売掛金 1,393,835 1,321,188

商品 4,661 5,626

仕掛品 84,012 127,019

その他 219,500 235,589

貸倒引当金 △3,870 △3,717

流動資産合計 3,192,345 3,127,515

固定資産   

有形固定資産 81,027 163,946

無形固定資産   

のれん 926,668 897,190

その他 125,713 134,844

無形固定資産合計 1,052,381 1,032,034

投資その他の資産   

投資有価証券 798,877 816,932

その他 508,302 501,361

貸倒引当金 △59,203 △59,203

投資その他の資産合計 1,247,976 1,259,090

固定資産合計 2,381,385 2,455,071

資産合計 5,573,731 5,582,587
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 358,058 324,021

短期借入金 980,000 980,000

1年内返済予定の長期借入金 161,472 201,480

未払法人税等 173,317 33,581

引当金 86,746 49,752

その他 520,483 548,933

流動負債合計 2,280,077 2,137,768

固定負債   

長期借入金 548,344 664,634

引当金 34,583 34,834

その他 21,578 19,835

固定負債合計 604,506 719,303

負債合計 2,884,583 2,857,072

純資産の部   

株主資本   

資本金 807,748 808,107

資本剰余金 1,191,268 1,191,627

利益剰余金 769,977 823,298

自己株式 △119,453 △119,453

株主資本合計 2,649,541 2,703,579

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △17,028 △19,618

為替換算調整勘定 △380 2,271

その他の包括利益累計額合計 △17,408 △17,347

新株予約権 37,268 36,443

少数株主持分 19,746 2,838

純資産合計 2,689,147 2,725,514

負債純資産合計 5,573,731 5,582,587
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 

（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年６月30日) 

売上高 1,072,632 2,240,289

売上原価 782,556 1,589,003

売上総利益 290,076 651,286

販売費及び一般管理費 254,110 484,969

営業利益 35,965 166,316

営業外収益   

受取配当金 2,348 1,938

負ののれん償却額 1,901 1,901

未払配当金除斥益 990 1,376

その他 1,098 1,492

営業外収益合計 6,338 6,708

営業外費用   

支払利息 2,544 5,454

持分法による投資損失 10,017 16,053

その他 171 1,868

営業外費用合計 12,732 23,376

経常利益 29,571 149,648

特別利益   

固定資産売却益 － 1,817

負ののれん発生益 24,714 5,934

段階取得に係る差益 6,814 －

その他 613 608

特別利益合計 32,141 8,359

特別損失   

固定資産売却損 － 580

役員退職慰労金 5,000 －

その他 7 －

特別損失合計 5,007 580

税金等調整前四半期純利益 56,705 157,427

法人税、住民税及び事業税 12,481 40,138

法人税等調整額 △16,998 19,576

法人税等合計 △4,517 59,714

少数株主損益調整前四半期純利益 61,223 97,712

少数株主利益 － 1,450

四半期純利益 61,223 96,262
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 61,223 97,712

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2,194 △2,669

為替換算調整勘定 － 2,651

持分法適用会社に対する持分相当額 － 79

その他の包括利益合計 2,194 60

四半期包括利益 63,418 97,773

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 63,418 96,323

少数株主に係る四半期包括利益 － 1,450

-7-

㈱豆蔵ホールディングス(3756)平成25年３月期　第１四半期決算短信



 該当事項はありません。 

   

 該当事項はありません。 

   

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日） 

  前第３四半期連結会計期間末より、ジェイエムテクノロジー株式会社を取得したことにより、新たに「半

導体事業」を報告セグメントに追加しております。 

 そのため、前第１四半期連結会計期間において、当社グループは、情報化戦略の策定支援、情報化業務の

改革支援、システム受託開発、製品開発・販売、これらに関する各種業務等、ITソリューションに関する総

合的なサービス提供を事業内容としており、情報サービス単一事業であります。  

  したがいまして、開示対象となる報告セグメントはありませんので、記載を省略しております。  

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

（注）１ セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等の全社費用となっております。 

   ２ セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報

  

  

報告セグメント 

  
調整額 

（注１） 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注２）  
  

情報サービス 

事業 
半導体事業 計 

売上高    

外部顧客への売上高 2,008,861 231,428 2,240,289 ― 2,240,289

セグメント間の内部売上高又は振替高 1,300 ― 1,300 △1,300 ―

計 2,010,161 231,428 2,241,589 △1,300 2,240,289

セグメント利益 314,795 19,021 333,816 △167,499 166,316
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